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本書は、静電気に敏感なデバイスを始めて取り扱う人にも、長年、取り扱っ

てきた人にも、すぐに役に立つような実用的なESD管理技術を平易な文書で、

わかりやすく記述したものです。

第1章は、静電気の基礎とその具体的な測定方法や制定例、第2章は、静電

気に敏感なデバイスとして、半導体の具体的な破壊とその測定、第3章は、

ESDが発生した後の障害として、 EMIについての世界的な標準類の動向やその

影響と測定、第4章は、米自の著名なESD専門コンサルタント、スティーブ＼

ハルペリン氏の四半世紀前の文献を、本旨を変えることなく、現代風にアレン

ジしました。この文献は、それ以後の米国ESD関連標準類に大きな影響を与え

たもので、現在でも多方面で基礎的な文献として使用されています。ここでは、

ESD管理とは何かという問題について解説をしています。第5章は、さまざま

なESD対策資材を、財団法人日本電子部品信頼性センターの発行していた静

電気対策資材の解説・指針や、附プラスチックス・エージに長年筆者が寄稿し

た文献を引用して解説したもので、第4章を具体的に実施するためのもので

す。

静電気対策や管理方法を具体的に記述した本は、我が国では、非常に少ない

のですが、 IECなどで静電気管理が標準化されたことにより、今後は増加して

くると思います。本書は、その意味で、先駆けとなればよいと考えております。

なお本書は、 2004年4月に工業調査会から出版されたものに、若干の修正を

行い森北出版より継続発行することになったものです。

2011年9月

ニ津正行
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